
（1）伝い歩きが可能なレベルの脊髄小脳変性症患者で姿勢バランスを崩す危険性
が高いのはどれか.	(48A36)	
正解 4	
	
Point1	
支持基底面の広さを考える.		
→	3	>	2	>	5	>	1	>	4	
	
Point2	
BBS	(FBS)	の項目を考えるとわかりやすい（基本的には1項目目が簡単であり,	14項
目目が難しい）.	
→	タンデム位はBBSの13項目目.	
	
1.	閉脚立位	
2.	片膝立ち位	
3.	四つ這い位	
4.	タンデム位	
5.	踵接地でのしゃがみ位	


